
複合集計 2変数：質×質

1つの変数の分類ごとにもう１方の度数を数える
＝分割表，クロス表

[2]
(1) (2) (3) (4)
性別 年齢 出身 居住

1 1 4 1 1 1
2 1 4 8 2 1
3 1 4 2 2 2
4 1 4 1 1 3
5 1 4 1 1 4
6 2 3 1 1 4
7 2 3 1 1 1
8 2 3 1 2 1
9 1 3 2 2 2
10 2 3 1 1 2
11 1 3 1 1 1
12 1 3 1 1 3
13 1 3 1 2 4
14 1 3 1 1 1
15 1 3 1 - 2
16 1 3 2 2 1
17 1 3 7 2 4
18 1 3 1 1 3
19 1 3 1 1 3
20 1 3 1 1 4
21 1 3 7 2 1
22 1 3 1 1 4

好き嫌い
ID

[1]

意見 大変好き 少し好き 少し嫌い 大変嫌い 合計

男 82 44 14 12 152
女 30 16 14 74 134

合計 112 60 28 86 286



クロス表の分析：問題設定

2つ製品PとQのどちらを好むかを標本調査により調べ
た。150人から回答を得，男女別に集計すると次のよ
うになった。

計品製性別

QP

1509060計

805624女性

703436男性

関心事＝製品P，Qへの好みは，性別によって異なるといえるか。



クロス表の分析：クロス表（分割表） (1)

QP

1509060計

805624女性

703436男性

計品製性別表側

セル表頭

周辺度数
（周辺分布）因果が想定されるとき

原因と考えられる方（独立変数／目的変数）・・・表側
結果と考えられる方（従属変数／説明変数）・・・表頭



クロス表の分析：クロス表（分割表） (2)

比率（％）に注目した分析

行パーセント・・・セルの度数÷行の周辺度数

列パーセント・・・セルの度数÷列の周辺度数

QP

150

100%

90

60%

60

40%

計

80

100%

56

70%

24

30%

女性

70

100%

34

49%

36

51%

男性
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計品製性別

行パーセント 列パーセント

製品Pを好む人は，男性：女性＝
60％：40％と男性の方が多いが，
製品Qは，男性：女性＝38％：62％
と女性の方が多い。

男性の好みは，P：Q＝51％：49％
と，ほとんど差はないが，女性の場
合は，P：Q＝30％：70％と製品Qの
方を好んでいる。



クロス表の分析：クロス表（分割表） (3)

女性の回答数が今のちょうど10倍であった場合
行パーセントの考察
結果に変わりはない

列パーセントの考察
製品Pは，男性：女性＝36人：240人＝13％：87％
製品Qは，男性：女性＝34人：560人＝6％：94％

となり，製品Pについては，結論が逆になってしまう。
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計品製性別

行パーセント 列パーセント

行パーセントによる考察の方が適当
（行列を入れ替えている場合は，列パーセントによる考察となる）。



クロス表の分析：統計的仮説検定 (1)

いったいどれぐらい性別が製品Ｐ，Ｑの好みに関係し
ているのか？

計品製性別

QP

1509060計

805624女性

703436男性

まったく関連していない ーーーーーーーーー 最大に関連している
（行と列は独立）

独立であることから
どれだけ差があるかを
見極めればよい
＝統計的仮説検定



クロス表の分析：統計的仮説検定 (2)

ずれを1つの数値として
表したもの＝χ2値

この値が十分大きい
↓

今回観測された度数は
独立である度数分布と
「ずれている」
¦¦
「差が有意である」
¦¦
「関連がある」

計品製性別

QP

1509060計

805624女性

703436男性

まったく関連していない ーーーーーーーーー 最大に関連している
（行と列は独立）



クロス表の分析：χ2独立性検定 (1)
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製品の好みを男女で分けても
違いの考察ができない

¦¦
製品の好みの違いに性別は
影響がない（無関係）

¦¦
製品の好みと性別は独立

↓
完全に独立

¦¦
男性と女性の好み方が
全体（周辺度数）と同じ

製品P
60

150 製品Q
90

150

男 P 70 × ＝ 2860
150

男 Q 70 × ＝ 4290
150

女 P 80 × ＝ 3260
150

女 Q 80 × ＝ 4890
150

独立
である

ことの

理論
度数 今回

の調査
による

観測
度数



クロス表の分析：χ2独立性検定 (2)

1. 仮説の設定
H0：男女間で製品への好みに差がない（行・列の度数配置は独立）

H1：男女間で製品への好みに差がある（行・列の度数配置に偏り）
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まったく関連していない ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 最大に関連している
（行と列は独立）
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クロス表の分析：χ2独立性検定 (3)

2. 統計量の算出
χ2値＝7.143
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計品製性別

QP

000計

08-8女性

0-88男性

計品製性別

QP

7.1432.8574.286計

3.33382/48
＝1.333

(- 8)2/32
＝2.000

女性

3.810(- 8)2/42
＝1.524

82/28
＝2.286

男性

理論度数と観測度数の差 差の2乗÷理論度数

総和



クロス表の分析：χ2独立性検定 (4)

3. 確率の算出
自由度1のχ2分布表から5％（=0.050）点の値をとる

χ2＝7.143＞3.841＝χ20.050(1)



クロス表の分析：χ2独立性検定 (4)

4. 判 定
男女間の製品の好み方に差がないとしたときに，今回の
ような差が起こるのは5％より確率が小さい。したがって，
仮説H0を棄却してH1を採用し，
「有意水準5％で，男女間で製品PとQへの好みに違いが
あるといえる」と結論する。

0 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー χ2

（行と列は独立） （関連している）7.1433.841

Excelで計算すると

CHIDIST(L54,1)
＝0.007526316
＝0.753％


